
JP 2014-31154 A 2014.2.20

10

(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】小型で持ち運びが簡単で小型バックの中にも収
納でき、津波や洪水等の水害で避難する際に、頭部を水
上へ浮上させると共に、頭部が水中に水没した場合でも
呼吸する事ができ、水中で呼吸している場合でも笛と非
常点滅灯が避難者の位置を確実に知らせる事が出来る水
難用救命具を提供する。
【解決手段】透明の樹脂素材で人間の頭部が入るお椀形
の頭部カバー２を作成し、頭部カバーの下部には、内側
に首回りエアーバックが一体で形成された首回りエアー
バックカバー４を頭部カバーの下端に溶着し、首回りエ
アーバックカバーには肩紐５を取付け、緊急時には人間
８が頭部に被ってエアーバックに息を吹込みエアーバッ
クを膨らます事により、エアーバックが首回りに密着し
、津波や水害により避難する際、救命具の内部に水が浸
入しないように構成した携帯式津波救命具１を提供する
。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　津波や水害の際に頭部に被って避難するための水難用救命具において、透明の樹脂素材
で人間の頭部が入るお椀形の頭部カバーを作成し、頭部カバーの下部には、内側にエアー
バックが一体で形成された首回りエアーバックカバーを頭部カバーの下端に溶着し、首回
りエアーバックカバーには肩紐を取付け、緊急時には人間が頭部に被ってエアーバックに
息を吹込みエアーバックを膨らます事により、エアーバックが首回りに密着し、津波や水
害により避難する際、水中より身体を水面に浮上させると共に、救命具の内部に水が浸入
しないように構成した事を特徴とする携帯式津波救命具。
【請求項２】
　肩紐を両脇で抱えこむようにして携帯式津波救命具を頭部に装着する事により、エアー
バックが頤と首の間に密着し、津波や水害により避難する際、人間が水中に水没した場合
にも携帯式津波救命具が頭部から抜け落ちないように構成した事を特徴とする請求項１に
記載の携帯式津波救命具。
【請求項３】
　小型の酸素ボンベに酸素吸入口を取付け、その酸素吸入口と、人間が外気を呼吸するた
めの呼吸装置を、同時に口に銜える事が出来るように口当て止水カバーに固定すると共に
、呼吸装置の給排気口には笛を内臓し、先端部にＬＥＤ点滅灯を取付け、さらに酸素吸入
口をエアーバックの息吹込口に接続する事により、小型の酸素ボンベを利用してエアーバ
ックを膨らませた事を特徴とする請求項１に記載の携帯式津波救命具。
【請求項４】
　空気を給排気するための呼吸装置の給排気筒を伸縮可能に構成した事を特徴とする請求
項１と３に記載の携帯式津波救命具。
【請求項５】
　呼吸装置の給排気筒を縮めた際、給排気筒の先端に取付けられたＬＥＤ点滅灯の外部カ
バーが給排気筒と密接し、呼吸装置の内部へ水の浸入を防いだ事を特徴とする請求項１と
３と４に記載の携帯式津波救命具。
【請求項６】
　小型の酸素ボンベを芯にして頭部カバーと首回りエアーバックカバーと肩紐を丸める事
により、通常時には手の平に収まるか、それよりやや大きい程度のサイズに収縮させ、携
帯可能サイズにした事を特徴とする請求項１及至５に記載の携帯式津波救命具。
【請求項７】
　呼吸装置の給排気筒を口当て止水カバーに対して回動自在に構成すると共に、小型の酸
素ボンベを芯にして携帯式津波救命具を丸める際、酸素吸入口と口当て止水カバーと給排
気筒と酸素ボンベを一体にして小型化した事を特徴とする請求項１及至６に記載の携帯式
津波救命具。
【請求項８】
　頭部カバーと首回りエアーバックカバーを小型の筒状に丸めて長期保存した場合でも、
樹脂同士が貼り付かないようにポリオレフィン樹脂で成型した事を特徴とする請求項１に
記載の携帯式津波救命具。
【請求項９】
　エアーバックの息吹込口に、指を使用せず口だけで息排気口を保持してエアーバックに
息を給排気する事ができる自噛式給排気口を使用する事により、津波や水害により避難す
る際、膨らませたエアーバックの中の空気を、呼吸するための空気として活用した事を特
徴とする請求項１に記載の携帯式津波救命具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、津波や水害時に、頭部を含む身体全体が水にのみ込まれて息が出来無くなる
様な危機的状態に陥っても、頭部に装着し、水上に頭部を浮上させる事により呼吸を可能
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とし、安全に避難する事が出来る水難用救命具に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　水害時に、生命を守り安全に避難するための救命具に関しては、救命胴衣や浮輪等の救
命用具が数多く提案されており、その中でもライフジャケットは一般に周知されているが
、平時に携帯して持ち歩く事を想定せず作られており、そのため外出時に津波や洪水等の
水害に遭遇し、頭部が水中に水没して呼吸が出来なくなるといった事態には対応できなか
った。
【０００３】
　さらに、水中で長時間にわたり作業をしたり、スクーバーダイビングで使用するための
本格的なエアータンクやレギュレーターは市販されているが、津波や洪水等で身体が水中
に水没した場合、水中で一時的に呼吸する事が出来る、小型ボンベを使用した呼吸器具は
市販されていなかった。
【０００４】
　また、津波のような危機的状態で避難する場合、救助してくれる人々（救助隊）に避難
者の位置を的確に知らせるための笛や非常点滅灯が装着された水難用救命具はなかった。
【０００５】
　このような事から、万一の水害時に備えて、常に携帯する事が可能で、非常時に簡単に
装着でき、津波等の災害に対応できる避難具が必要であるが、現実的には、実用化されて
いないのが現状である。
【０００６】
　従来から、水害等で避難する際に、例えば特許文献１のように、ガスボンベとエアーバ
ックを装着し、水難時には自動的に救命袋が膨らむ水難用救命具が発明されている。
【特許文献１】特開平９－３０１２７２
【０００７】
　さらに、特許文献２のように、携帯する事ができる携帯用救命浮袋も発明されている。
【特許文献２】特開平９－２４０５８４
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら、上記したような水難用救命具の場合には、身体を水面に浮かべる事は出
来たが、津波や水害で避難する場合には、一時的に身体全体が水中に水没して水を多量に
飲み込み気絶して死亡する場合が多く、従来の水難用救命具において、頭部が水中に水没
して呼吸困難に陥る事態を想定して作られている製品は無かった。
【０００９】
　さらに、水難用救命具を使用する際に煩わしい動作を伴うため、身体への装着が正しい
手順で行われないと、水難用救命具が機能どおりの能力を発揮出来なくなったり、使用中
に救命具が身体から外れたりする事があり、不適切に使用すると人命に関わるといった問
題があった。
【００１０】
　さらに、上記したような水難用救命具の場合でも、エアーバックを膨満ためのガスボン
ベは水難用救命具に装着されていたが、身体が水中に水没した場合、人間が水中で呼吸す
るために使用する小型ボンベは水難用救命具に装備されていなかった。
【００１１】
　また、従来から一般販売されている本格的な水難用救命具は、サイズが大きくて重く、
ふだん持ち歩く小型バック等に収納する事が出来ないため、外出先で津波や洪水等に遭遇
した場合においては、その場で水難用救命具を装着して避難する事が出来なかった。
【００１２】
　本発明は、上記の問題の解決を図るもので、小型で持ち運びが簡単で小型バックの中に
も収納でき、津波や水害で避難する際に、頭部を水上へ浮上させると共に、頭部が水中に
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水没した場合でも呼吸する事ができ、水中で呼吸している場合でも笛と非常点滅灯が避難
者の位置を確実に知らせる事が出来る水難用救命具を提供する事を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　かかる課題を解決するため、請求項１に記載の発明は、津波や水害の際に頭部に被って
避難するための水難用救命具において、透明の樹脂素材で人間の頭部が入るお椀形の頭部
カバーを作成し、頭部カバーの下部には、内側にエアーバックが一体で形成された首回り
エアーバックカバーを頭部カバーの下端に溶着し、首回りエアーバックカバーには肩紐を
取付け、緊急時には人間が頭部に被ってエアーバックに息を吹込み、エアーバックを膨ら
ます事により、エアーバックが首回りに密着し、津波や水害により避難する際、水中より
身体を水面に浮上させると共に、救命具の内部に水が浸入しないように構成した事を特徴
とする。
【００１４】
　請求項２に記載の発明は、請求項１に記載の構造に加え、肩紐を両脇で抱えこむように
して携帯式津波救命具を頭部に装着する事により、エアーバックが頤と首の間に密着し、
津波や水害により避難する際、人間が水中に水没した場合にも携帯式津波救命具が頭部か
ら抜け落ちないように構成した事を特徴とする。
【００１５】
　請求項３に記載の発明は、請求項１に記載の構造に加え、小型の酸素ボンベに酸素吸入
口を取付け、その酸素吸入口と、人間が外気を呼吸するための呼吸装置を、同時に口に銜
える事が出来るように口当て止水カバーに固定すると共に、呼吸装置の給排気口には笛を
内臓し、先端部にＬＥＤ点滅灯を取付け、さらに酸素吸入口をエアーバックの息吹込口に
接続する事により、小型の酸素ボンベを利用してエアーバックを膨らませた事を特徴とす
る。
【００１６】
　請求項４に記載の発明は、請求項１と３に記載の構造に加え、空気を給排気するための
呼吸装置の給排気筒を伸縮可能に構成した事を特徴とする。
【００１７】
　請求項５に記載の発明は、請求項１と３と４に記載の構造に加え、呼吸装置の給排気筒
を縮めた際、給排気筒の先端に取付けられたＬＥＤ点滅灯の外部カバーが給排気筒と密接
し、呼吸装置の内部へ水の浸入を防いだ事を特徴とする。
【００１８】
　請求項６に記載の発明は、請求項１及至５に記載の構造に加え、小型の酸素ボンベを芯
にして頭部カバーと首回りエアーバックカバーと肩紐を丸める事により、通常時には手の
平に収まるか、それよりやや大きい程度のサイズに収縮させ、携帯可能サイズにした事を
特徴とする。
【００１９】
　請求項７に記載の発明は、請求項１及至６に記載の構造に加え、呼吸装置の給排気筒を
口当て止水カバーに対して回動自在に構成すると共に、小型の酸素ボンベを芯にして携帯
式津波救命具を丸める際、酸素吸入口と口当て止水カバーと給排気筒と酸素ボンベを一体
にして小型化した事を特徴とする。
【００２０】
　請求項８に記載の発明は、請求項１に記載の構造に加え、頭部カバーと首回りエアーバ
ックカバーを小型の筒状に丸めて長期保存した場合でも、樹脂同士が貼り付かないように
ポリオレフィン樹脂で成型した事を特徴とする。
【００２１】
　請求項９に記載の発明は、請求項１に記載の構造に加え、エアーバックの息吹込口に、
指を使用せず口だけで息排気口を保持してエアーバックに息を給排気する事ができる自噛
式給排気口を使用する事により、津波や水害により避難する際、膨らませたエアーバック
の中の空気を、呼吸するための空気として活用した事を特徴とする。
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【発明の効果】
【００２２】
　請求項１に記載の発明によれば、津波や水害の際に頭部に被って避難するための水難用
救命具において、透明の樹脂素材で人間の頭部が入るお椀形の頭部カバーを作成し、頭部
カバーの下部には、内側にエアーバックが一体で形成された首回りエアーバックカバーを
頭部カバーの下端に溶着し、首回りエアーバックカバーには肩紐を取付け、緊急時には人
間が頭部に被ってエアーバックに息を吹込みエアーバックを膨らます事により、エアーバ
ックが首回りに密着し、津波や水害により避難する際、水中より身体を水面に浮上させる
と共に、救命具の内部に水が浸入しないように構成した事により、お椀形で作成した頭部
カバーが視界を良好に保つと共に、首回りカバーにエアーバックを一体で溶着したため、
エアーバックが救命具の内部で位置がずれる事なく安定し、頭部を含む身体全体が津波や
洪水等にのみ込まれて息が出来なくなる様な危機的状態に陥っても、水が鼻や口から大量
に体内に入って窒息死するような事態を防ぐ事が可能となった。
【００２３】
　請求項２に記載の発明によれば、肩紐を両脇で抱えこむようにして携帯式津波救命具を
頭部に装着する事により、エアーバックが頤と首の間に密着し、津波や水害により避難す
る際、人間が水中に水没した場合にも携帯式津波救命具が頭部から抜け落ちないように構
成した事により、津波や水害で避難する場合、頭部を含む身体全体が水にのみ込まれて息
が出来無くなる様な危機的状態に陥っても携帯式津波救命具が頭部から外れるのを防ぎ、
安全に避難する事が可能となった。
【００２４】
　請求項３に記載の発明によれば、小型の酸素ボンベに酸素吸入口を取付け、その酸素吸
入口と、人間が外気を呼吸するための呼吸装置を、同時に口に銜える事が出来るように口
当て止水カバーに固定すると共に、呼吸装置の給排気口には笛を内臓し、先端部にＬＥＤ
点滅灯を取付け、さらに酸素吸入口をエアーバックの息吹込口に接続する事により、小型
の酸素ボンベの中の酸素を利用してエアーバックを膨らませる事が出来るようになると共
に、津波のような危機的状態で避難する場合、水中で呼吸している場合でも笛とＬＥＤ点
滅灯が水面上に出て、救助してくれる人々（救助隊）に避難者の位置を的確に知らせる事
が可能となった。
【００２５】
　請求項４に記載の発明によれば、空気を給排気するための呼吸装置の給排気筒を伸縮可
能に構成した事により、平時は津波救命具を携帯可能サイズに小型化する事により、常に
小型バック等に入れて持ち歩く事が可能になると共に、津波や水害で避難する際に、呼吸
装置の給排気筒を伸ばして給排気筒の先端を水面上に突き出させ、呼吸する事が可能とな
った。
【００２６】
　請求項５に記載の発明によれば、呼吸装置の給排気筒を縮めた際、給排気筒の先端に取
付けられたＬＥＤ点滅灯の外部カバーが給排気筒と密接し、呼吸装置の内部へ水の浸入を
防いだ事により、簡単な構造で呼吸装置の給排気筒から水の浸入を防ぐ事が可能となった
。
【００２７】
　請求項６に記載の発明によれば、小型の酸素ボンベを芯にして頭部カバーと首回りエア
ーバックカバーと肩紐を丸める事により、通常時には手の平に収まるか、それよりやや大
きい程度のサイズに収縮させ、携帯可能サイズにした事により、常に小型バック等の中に
携帯式津波救命具を入れて外出していれば、例えば、地下鉄の構内で津波や洪水等の水害
に遭遇して避難するような場合でも、直ちに携帯式津波救命具を装着する事ができ、頭部
を含む身体全体が津波や洪水等にのみ込まれて息が出来なくなる様な危機的状態に陥って
も、水が鼻や口から大量に体内に入って窒息死するような事態を防ぐ事が可能となった。
【００２８】
　請求項７に記載の発明によれば、呼吸装置の給排気筒を口当て止水カバーに対して回動
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自在に構成すると共に、小型の酸素ボンベを芯にして携帯式津波救命具を丸める際、酸素
吸入口と口当て止水カバーと給排気筒と酸素ボンベを一体にして小型化した事により、津
波救命具を携帯可能サイズにする事が可能となり、携帯式津波救命具を常に小型バック等
に入れて外出する事が可能となった。
【００２９】
　請求項８に記載の発明によれば、頭部カバーと首回りエアーバックカバーを小型の筒状
に丸めて長期保存した場合でも、樹脂同士が貼り付かないようにポリオレフィン樹脂で成
型した事により、長期間使用せずに保存した場合にも、樹脂同士が貼り付かず性能が損な
われない携帯式津波救命具を製造する事が可能となった。
【００３０】
　請求項９に記載の発明によれば、エアーバックの息吹込口に、指を使用せず口だけで息
排気口を保持してエアーバックに息を給排気する事ができる自噛式給排気口を使用する事
により、津波や水害により避難する際、膨らませたエアーバックの中の空気を、呼吸する
ための空気として活用した事により、津波や水害で避難中に、小型の酸素ボンベの中の酸
素を使い果たした後に、水中にのみ込まれるような事態に陥っても、エアーバックの中の
空気を呼吸する事により避難する事が可能となった。
【実施例１】
【００３１】
　以下、この発明の実施の形態１について説明する。
［発明の実施の形態１］
【００３２】
　図１及至図９には、この発明の実施の形態１を示す。
【００３３】
　図１は、本発明の携帯式津波救命具１を人間８が頭部３に装着した状態を、前方向（図
１ａ）と横方向（図１ｂ）で示す。
【００３４】
　携帯式津波救命具１の頭部３に被る部分は、頭部カバー２と首回りエアーバックカバー
４と肩紐５で構成され、図２ａは頭部カバー２を前方向から見た状態を示す。頭部カバー
２は、人間８の頭より多少大きな大きさで、お椀を逆さにした形状の透明樹脂で成型され
、人間８が頭部カバー２を頭に被った際、頭部カバー２の顔側の下部が、概ね鼻の下から
耳の下に位置するように形成されると共に、頭部カバー２の後頭部は、概ね首と高頭部の
中間に位置するように構成される。首回りエアーバックカバー４は、図２ｂで示すように
、くち面カバー１５と、くち開閉カバー２１と、くち面カバー１５の上にもう１枚の樹脂
フィルムを重ね、エアーバック溶着面１６を溶着する事により一体形成されたエアーバッ
ク９で構成され、図２ａで示す頭部カバー２の下部１４に、図２ｂで示す首回りエアーバ
ックカバー４の、くち面カバー１５の上部が溶着され、図２ｃで示すように頭部カバー２
と首回りエアーバックカバー４が隙間なく一体形成される。このように一体形成された携
帯式津波救命具１を人間８が頭３に被り、息吹込口１２から息を吹込む事によりエアーバ
ック９を膨らませ、エアーバック９の先端を重ねて面ファスナー１９を面ファスナー１８
に貼り付ける事により首回りと頤下部にエアーバック９が食い込むように装着され、さら
に、図２ｄで示すように、くち開閉カバー２１の面ファスナー２０を面ファスナー１７に
貼り付ける事により津波や水害で避難する際、携帯式津波救命具１の内部に水が浸入する
のを防ぐ。
【００３５】
　図３は、図２で説明した、頭部カバー２と首回りエアーバックカバー４を溶着した津波
救命具１を人間８が頭部３へ被った状態を横方向から示す。図３ａは頭部カバー２を横方
向から見た状態を示す。図３ｂは、図２ｂで説明した首回りエアーバックカバー４を、頭
部カバー２の形状に合わせて丸めた状態を横方向から示す。図３ｃは頭部カバー２の下部
と首回りエアーバックカバー４を溶着部１１で溶着した状態を示す。図３ｄは携帯式津波
救命具１を人間８が頭部３に被った状態を示す。このように構成された携帯式津波救命具
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１の首回りエアーバックカバー４の下部に肩紐５が取付けられ、肩紐５を両方の脇で抱え
込むようにして携帯式津波救命具１を頭部３に被り、肩紐５の長さを調整して携帯式津波
救命具１を両脇に固定する事により、身体が水中に水没するような状態においても携帯式
津波救命具１が頭部３から抜け落ちる事なく安全に避難する事ができる。
【００３６】
　さらに、図１の人間８の胸部には、胸回りをベルト７で固定した胸当てエアーバック６
が装着され、胸当てエアーバック６の息吹込口１０から息を吹込む事により胸当てエアー
バック６を膨らませ、津波や水害で避難する際に、携帯式津波救命具１と共に人間８を水
面に浮上させる役目を果たす。
【００３７】
　図４は、図２ｂで説明した、くち開閉カバー２１が携帯式津波救命具１を構成する上で
、どのような役割を果たすのかを説明する。
【００３８】
　図４ａは、携帯式津波救命具１を人間８が頭部３に被り、くち開閉カバー２１を閉じず
、開放した状態を前方向と横方向から示す。図４ａでは、くち開閉カバー２１が閉じられ
ていないため、くち部切れ目２６から指を入れ、図１で説明した息吹込口１２を指で摘ん
で口元に持っていく事が出来るようになると共に、図５で説明する呼吸装置２７の給排気
口３１と酸素給気口３３を、くち部切れ目２６から挿入して口に銜えさせる事が出来るよ
うになる。
【００３９】
　図４ｂは、図４ａで説明した、くち部切れ目２６をくち開閉カバー２１で塞ぎ、くち開
閉カバー２１に取付けられた面ファスナー２０を首回りエアーバックカバー４に取付けら
れた面ファスナー１７に貼り付けて、くち部切れ目２６を塞いだ状態を示す。
【００４０】
　このように、津波や水害で避難する際、くち部切れ目２６を開けて、図５で説明する呼
吸装置２７を口に銜えて避難する事を可能とすると共に、呼吸装置２７を紛失した場合に
は、くち開閉カバー２１を閉じる事により、くち部切れ目２６から水の浸入を防ぎ、水中
でも数分の時間であればエアーバック９の中の空気を呼吸して避難する事も可能となる。
この場合、図１のエアーバック９の息吹込口１２には、エアーバック９の空気が抜けない
ように逆止弁（図示せず）が取付けられているが、逆止弁が取付けられた息吹込口を前歯
で少し咬む事により逆止弁が開いて呼吸を容易にする事が出来るように、前歯と唇の間に
挿入して息吹込口が口から抜け落ちないように形成した、薄い楕円形の抜け落ち防止が取
付けられた自噛式給排気口を使用する事が必要である。
【００４１】
　図５と図８は、津波や水害で避難する場合に、水中で人間が呼吸するために使用する呼
吸装置２７を示す。図５は、呼吸装置２７を正面図（図５ａ）と側面図（図５ｂ）で示す
。呼吸装置２７は小型酸素ボンベ３５と、小型酸素ボンベ３５から人間に酸素を供給する
ための酸素給気口３３と、酸素給気口３３を小型酸素ボンベ３５に固定するための小型酸
素固定バンド３６と、避難する際に人間が外気を呼吸するための給排気口３１と、給排気
口３１と酸素給気口３３を支える口当て止水カバー３４と、給排気口３１から伸びる下部
給排気筒３０と、抜け落ち防止キャップ２９と、図８で示す上部給排気筒４８と、その上
部給排気筒４８の上部に固定される笛・ＬＥＤ点滅灯４９で構成され、酸素給気口３３の
先端にはエアーバック９の息吹込口１２に接続する事が出来るようにエアーバック接続口
３２が形成され、給排気口３１は口当て止水カバー３４に対して回動自在に固定される。
このように構成して、小型酸素ボンベ３５に取付けられたバルブ開閉ボタン３７を指で押
す事により、小型酸素ボンベ３５の中の酸素を酸素給気口３３から供給する事が出来るよ
うになる。なお、当社が本発明で使用する小型酸素ボンベ３５は、酸素の充填量が約１０
リットルで、人間が呼吸（息を吸ったり吐いたりする動作）を続けた場合、人間により一
度に呼吸する量が異なるが、バルブ開閉ボタン３７を押離操作する事により約１２～１５
分間呼吸する事が可能である。
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【００４２】
　図８の部品図で示した笛・ＬＥＤ点滅灯４９は、上部にＬＥＤキャップ２８、その下に
電池とＬＥＤとＬＥＤ制御基盤が収納されたＬＥＤ点滅灯４６、さらに、その下部が笛４
７で構成され、笛４７の下部が上部給排気筒４８に挿入されて固定され、笛４７の下部の
息吹込口４５から息を吹込む事により笛４７が鳴ると共に、人間が笛４７から外気を給気
する事も出来るように構成されている。このように構成する事により、人間が津波や水害
で避難する際、ＬＥＤ点滅灯４６のスイッチを入れる事によりＬＥＤ点滅灯４６を点滅さ
せ、給排気口３１で呼吸をする事により笛４７が鳴り、救助してくれる人々（救助隊）に
避難者の位置を的確に知らせる事が出来るようになった。
【００４３】
　図５は、図８で説明した呼吸装置２７の上部給排気筒４８を下部給排気筒３０に収納し
た状態を示す。図８で説明した笛・ＬＥＤ点滅灯４９のＬＥＤキャップ２８を抜け落ち防
止キャップ２９に当接させる事により、笛４７より水が下部給排気筒３０の内部に侵入す
るのを防止すると共に、上部給排気筒４８を下部給排気筒３０に収納した事により呼吸装
置２７を小型にする事が可能となった。さらに、図５ｂで示すように、給排気口３１の口
で銜え込む部分の形状を横長の楕円形状とする事により、口で給排気口３１と酸素給気口
３３の両方を銜えた際、給排気口３１と酸素給気口３３を迷う事がないように形状を変え
ている。
【００４４】
　図８で示す抜け落ち防止キャップ２９は、上部給排気筒４８と下部給排気筒３０を繋ぎ
、上部給排気筒４８が下部給排気筒３０より抜けるのを防止するため、抜け落ち防止キャ
ップ２９の内側には螺旋状のネジ（図示せず）が刻まれ、抜け落ち防止キャップ２９を回
す事により、抜け落ち防止キャップ２９の内部に挿入された伸縮自在なリング（図示せず
）が上部給排気筒４８を締め付け、上部給排気筒４８が下部給排気筒３０より抜けるのを
防止する。
【００４５】
　図６は、図５で説明した呼吸装置２７の下部給排気筒３０を１８０度回転させた状態を
示す。このように回転させる事により、下部給排気筒３０を小型酸素ボンベ３５に沿わせ
る事が出来るようになり、呼吸装置２７の全長を短く小型化する事が可能となる。
【００４６】
　図７は、図６で説明した呼吸装置２７を芯にして、図３で説明した肩紐５と、頭部カバ
ー２と首回りエアーバックカバー４が溶着されて一体となった携帯式津波救命具１を丸め
て小型にする過程を示す。図７ａは頭部カバー２と首回りエアーバックカバー４が溶着さ
れ、肩紐５が取付けられた状態を示し、矢印Ａと矢印Ｂで示した線上で携帯式津波救命具
１を折り畳む事により、携帯式津波救命具１は図７ｂに示すように概ね半分の大きさとな
る。さらに、図７ｂで示すように首回りエアーバックカバー４の上に呼吸装置２７を置き
、呼吸装置２７を芯にして酸素給気口３３と給排気口３１を小型酸素ボンベ３５に巻き付
けながら丸める事により、図７ｃで示すように、外形サイズが直径約６ｃｍ長さ約２０ｃ
ｍとなり、小型バックの中に収納して持ち歩く事が可能となる。この場合、酸素給気口３
３と給排気口３１と口当て止水カバー３４を小型酸素ボンベ３５と共に丸めるため、酸素
給気口３３と給排気口３１と口当て止水カバー３４は柔らかい樹脂で成型する事が必要で
ある。
【００４７】
　図９は、呼吸装置２４の使用方法を示す。図９ａは、人間８が呼吸装置２７を手で持っ
た状態を横方向から示す。図９ｂは、その呼吸装置２７を人間８が口に銜えた状態を横方
向から示す。図９ｂで示すように笛・ＬＥＤ点滅灯４９を部給排気筒３０から引き出し、
図８で説明した給排気口３１と酸素給気口３３を、くち部切れ目２６から口に差し込み、
口当て止水カバー３４で、くち部切れ目２６を塞ぎ、人間８が給排気口３１を使って呼吸
する事により、笛４７で息を給排気する事が出来るようになると共に、息を排気する際に
は、笛４７から「ピュー」と言う高音が発せられ、救助してくれる人々（救助隊）に避難
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者の位置を的確に知らせる事が出来る。さらに身体が水中に水没しているような状態にお
いては、図９ａのように、呼吸装置２７の笛・ＬＥＤ点滅灯４９を下部給排気筒３０の中
に縮め、呼吸装置２７の給排気口３１と酸素給気口３３をくち部切れ目２６から口に挿入
し、小型酸素ボンベ３５のバルブ開閉ボタン３７を押して小型酸素ボンベ３５から酸素を
酸素給気口３３に供給する事により、水中でも呼吸する事が可能となる。なお、図９にお
いては、呼吸装置２７が携帯式津波救命具１に対して、どのような位置関係で使用される
のかを明確に示すため、図１で説明した息吹込口１２、胸当てエアーバック６を省略して
表示している。さらに、呼吸装置２７の各部の名称についても省略して表示している。
【実施例２】
【００４８】
　以下、この発明の実施の形態２について説明する。
［発明の実施の形態２］
【００４９】
　図１０は、この発明の実施の形態２を示す。上記発明の実施の形態１では、図８におい
て、下部給排気筒３０に対して上部給排気筒４８を伸縮自在に挿入し、上部給排気筒４８
を下部給排気筒３０に収納出来るように構成し、さらに上部給排気筒４８の上部に笛・Ｌ
ＥＤ点滅灯４９を挿入して固定していたのに対して、この発明の実施の形態２では、下部
給排気筒６０と上部排気筒５８の間に中部給排気筒５９を設け、上部排気筒５８と中部給
排気筒５９を下部給排気筒６０に収納させるように構成した事により、給排気筒を収納し
た際、給排気筒の長さを短くする事が可能となり、携帯式津波救命具を小型化する事が可
能となった。その他の構造については、この発明の実施の形態１と同様である。
【実施例３】
【００５０】
　以下、この発明の実施の形態３について説明する。
［発明の実施の形態３］
【００５１】
　図１１は、この発明の実施の形態３を示す。上記発明の実施の形態１では、図８におい
て、下部給排気筒３０に対して上部給排気筒４８を伸縮自在に挿入し、上部給排気筒４８
に笛・ＬＥＤ点滅灯４９を挿入して固定していたのに対して、この発明の実施の形態３で
は、下部給排気筒７３を短くすると共に、下部給排気筒７３と上部給排気筒７９との間を
ジャバラ式給排気筒８１で構成した事により、ジャバラ式給排気筒８１を収縮した際は、
図１１ｂで示すように給排気筒の長さを短くする事が可能となり、携帯式津波救命具を小
型化する事が可能となった。その他の構造については、この発明の実施の形態１と同様で
ある。
【実施例４】
【００５２】
　以下、この発明の実施の形態４について説明する。
［発明の実施の形態４］
【００５３】
　図１２は、この発明の実施の形態４を示す。上記発明の実施の形態１では、人間が外気
を呼吸するための呼吸装置２７は、図９で説明したように、小型酸素ボンベ３５と共に、
人間８が手５０で持って給排気口３１を口に銜えて呼吸をしたが、この発明の実施の形態
４では、外気を呼吸するための呼吸装置９０は携帯式津波救命具９１の頭部カバー１０２
の上部に固定して取付けられ、呼吸装置９０は、給排気筒９４と、その給排気筒９４に収
納される笛・ＬＥＤ点滅灯９２で構成されると共に、津波や水害で頭部が水中に水没した
際には、図１２ａで示すように、笛・ＬＥＤ点滅灯９２を給排気筒９４に収納する事によ
り、ＬＥＤキャップ１０４が給排気筒９４と当接し、密接部１０３から携帯式津波救命具
９１の内部に水が浸入しないようになると共に、小型酸素ボンベ１１０に取付けられた酸
素給入口１１１を、くち部切れ目１０９から挿入して口で銜え、小型酸素ボンベ１１０の
酸素を吸って避難する。また、頭部が水上に浮かんだ場合は、図１２ｂで示すように、笛
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・ＬＥＤ点滅灯９２を給排気筒９４より引き出し、笛・ＬＥＤ点滅灯９２に接続したエア
ーホース９６の先端の給排気口８９を口に銜えて息をする事により、笛・ＬＥＤ点滅灯９
２に取付けられた笛１０８で息を給排気する事が出来るようになると共に、息を排気する
際には、笛４７から「ピュー」と言う高音が発せられ、救助してくれる人々（救助隊）に
避難者の位置を的確に知らせる事が出来るようになる。なお、図１２ｂで示すＬＥＤ点滅
灯１０７は、携帯式津波救命具９１を頭部に装着する際、スイッチを入れるようにする。
本発明で使用するＬＥＤ点滅灯１０７は、約２日間、連続して点滅させる事が可能である
。その他の構造については、この発明の実施の形態１と同様である。
【実施例５】
【００５４】
　以下、この発明の実施の形態５について説明する。
［発明の実施の形態５］
【００５５】
　図１３は、この発明の実施の形態５を示す。上記発明の実施の形態１では、人間が外気
を呼吸するための呼吸装置２７は、図９で説明したように、小型酸素ボンベ３５と共に、
人間８が手５０で持って給排気口３１を口に銜えて呼吸をしたが、この発明の実施の形態
５では、携帯式津波救命具１１３の頭部カバー１１４の上部にホース取付口１２０が取付
けられ、ホース取付口１２０の上口部には自在に曲がる事が出来る樹脂性のエアーホース
１１９が取付けられ、そのエアーホース１１９の先端には呼吸装置１１５が取付けられる
。
【００５６】
　呼吸装置１１５は、フロート１１８と、そのフロート１１８に取付けられた笛１１７と
ＬＥＤ点滅灯１１６で構成され、フロート１１８は津波や水害で避難する際に、人間が水
中に水没した場合でも呼吸装置１１５が水面に浮かんで呼吸する事が出来るように、息吹
込口１２８から息を吹込む事により、フロート１１８が風船状態になるように柔らかい樹
脂等で作られる。さらに、ホース取付口１２０の下口部にはエアーホース１１９が取付け
られ、エアーホース１１９の先端が口元の近くに配置される。このように呼吸装置１１５
を構成し、給排気口１２９を口に銜えて呼吸する事により、呼吸装置１１５に取付けられ
た笛１１７で息を給排気する事が出来るようになると共に、息を排気する際には、笛１１
７から「ピュー」と言う高音が発せられ、救助してくれる人々（救助隊）に避難者の位置
を的確に知らせる事が出来るようになる。なお、図１３で示すＬＥＤ点滅灯１１６は、携
帯式津波救命具１１３を頭部に装着する際、スイッチを入れるようにする。本発明で使用
するＬＥＤ点滅灯は、約２日間、連続して点滅させる事が可能である。その他の構造につ
いては、この発明の実施の形態１と同様である。
【実施例６】
【００５７】
　以下、この発明の実施の形態６について説明する。
［発明の実施の形態６］
【００５８】
　図１４と図１５は、この発明の実施の形態６を示す。上記発明の実施の形態１では、図
１と図２と図３で説明したように、携帯式津波救命具１を人間８が頭部３に被り、息吹込
口１２から息を吹込む事により首回りと頤下にエアーバック９が食い込むように装着され
、津波や水害等で避難する際、携帯式津波救命具１の内部に水が浸入するのを防いでいた
のに対して、この発明の実施の形態６では、図１５ｄで示すように、エアーバック１３６
は耳と頤をカバーするように構成されている。このように構成する事により、津波や水害
で避難する際、水の中の漂流物から頭部を保護する事が出来るようになり、安全に避難す
る事が可能となる。
【００５９】
　上記のように携帯式津波救命具１４１を構成するため、図１４ａ（前から見た状態）、
図１５ａ（横から見た状態）で示すように、頭部カバー１３１を、前顔部（口部）から後
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頭部にかけて斜めに裁断すると共に、その頭部カバー１３１の形状に合わせて首回りカバ
ー１３２を形成する事により耳と頤を安全にカバーする事が出来るようになる。その他の
構造については、この発明の実施の形態１と同様である。
【実施例７】
【００６０】
　以下、この発明の実施の形態７について説明する。
［発明の実施の形態７］
【００６１】
　図１６は、この発明の実施の形態７を示す。上記発明の実施の形態１では、図１と図２
と図３で説明したように、頭部カバー２はお椀を逆さにした形状の透明樹脂で成型されて
いたのに対して、この発明の実施の形態７では、図１６ａで示すように、頭部カバー１５
２を四葉のクローバーのように裁断された四枚の柔らかい樹脂で溶着し、図１６ｂで示す
ような、お椀形の頭部カバー１５２を形成している。このように形成する事により、安価
な樹脂フィルムで頭部カバー１５２を作成する事が出来ると共に、顔に面する部分以外を
赤色等の蛍光色で着色する事により、避難する際、救助してくれる人々（救助隊）に避難
者の位置を的確に知らせる事が可能となる。さらに、頭部カバー１５２と、くび回りエア
ーバックカバー１６０と顔面カバー１６７を別々に作成して溶着する事により、立体感の
ある携帯式津波救命具１７２を作る事が可能となる。その他の構造については、この発明
の実施の形態１と同様である。
【００６２】
　以上の実施の形態に基づいて、本発明に係る携帯式津波救命具について詳細に説明して
きたが、本発明は、以上の実施の形態に限定されるものではなく、発明の趣旨を逸脱しな
い範囲において各種の改変をなしても、本発明の技術的範囲に属するのはもちろんである
。
【００６３】
　図２において、エアーバック９を一体形の１つの袋として示したが、エアーバック９の
袋は１つに限定されず、エアーバック９の後頭部を縦に溶着し、エアーバック９を左右２
体に分け、それぞれのエアーバックに息吹込口を取付ける事も、もちろん可能である。さ
らに、エアーバック９の上下中間部で横に溶着し、エアーバック９を上下２体に分け、そ
れぞれのエアーバックに息吹込口を取付ける事も、もちろん可能である。このように構成
する事により、一方のエアーバックがトラブルで膨らまない場合でも、安全に避難する事
が出来る。
【００６４】
　図１０において、給排気筒は、下部給排気筒６０、中部給排気筒５９、上部給排気筒５
８の３本で構成されているが、給排気筒は３本に限定されず、３本以上の本数で構成する
事も、もちろん可能である。
【００６５】
　図１６において、頭部カバー１５２は、四葉のクローバーのような裁断された四枚の柔
らかい樹脂を溶着してお椀形の頭部カバー１５２を構成しているが、四枚に拘らず複数枚
の樹脂を溶着して頭部カバーを作ることも、もちろん可能である。
【図面の簡単な説明】
【００６６】
【図１】この発明の実施の形態１に係る、携帯式津波救命具を人間が頭部に被った状態を
、人間の正面と横方向から見た状態を示す。
【図２】同実施の形態に係る、携帯式津波救命具を正面から見た展開図で示す。
【図３】同実施の形態に係る、携帯式津波救命具を側面から見た展開図で示す。
【図４】同実施の形態に係る、くち部の開閉カバーを閉じた状態と開いた状態を示す。
【図５】同実施の形態に係る、呼吸装置の正面図と側面図を示す。
【図６】同実施の形態に係る、図５で示した呼吸装置の給排気筒を折畳んだ状態を示す。
【図７】同実施の形態に係る、携帯式津波救命具を携帯可能なサイズに収納した状態を示
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す。
【図８】同実施の形態に係る、呼吸装置の笛・ＬＥＤ点滅灯を伸ばした状態を示す。
【図９】同実施の形態に係る、呼吸装置を人間が使用している状態を示す。
【図１０】この発明の実施の形態２に係る、呼吸装置の笛・ＬＥＤ点滅灯を伸ばした状態
と収納した状態を示す。
【図１１】この発明の実施の形態３に係る、呼吸装置の収縮部をジャバラ式給排気筒で構
成した状態を示す。
【図１２】この発明の実施の形態４に係る、呼吸装置を頭部カバーに取付けた状態を示す
。
【図１３】この発明の実施の形態５に係る、呼吸装置を頭部カバーに取付けたホース取付
口からエアーホースで接続した状態を示す。
【図１４】この発明の実施の形態６に係る、携帯式津波救命具を正面から見た展開図で示
す。
【図１５】同実施の形態に係る、携帯式津波救命具を側面から見た展開図で示す。
【図１６】この発明の実施の形態７に係る、携帯式津波救命具を正面から見た展開図で示
す。
【符号の説明】
【００６７】
１　　　　　　　　　携帯式津波救命具
２　　　　　　　　　頭部カバー
３　　　　　　　　　頭部
４　　　　　　　　　首回りエアーバックカバー
５　　　　　　　　　肩紐
６　　　　　　　　　胸当てエアーバック
７　　　　　　　　　ベルト
８　　　　　　　　　人間
９　　　　　　　　　エアーバック
１０　　　　　　　　息吹込口
１１　　　　　　　　溶着部
１２　　　　　　　　息吹込口
１４　　　　　　　　下部
１５　　　　　　　　くち面カバー
１６　　　　　　　　エアーバック溶着面
１７　　　　　　　　面ファスナー
１８　　　　　　　　面ファスナー
１９　　　　　　　　面ファスナー
２０　　　　　　　　面ファスナー
２１　　　　　　　　くち開閉カバー
２６　　　　　　　　くち部切れ目
２７　　　　　　　　呼吸装置
２８　　　　　　　　ＬＥＤキャップ
２９　　　　　　　　抜け落ち防止キャップ
３０　　　　　　　　下部給排気筒
３１　　　　　　　　給排気口
３２　　　　　　　　エアーバック接続口
３３　　　　　　　　酸素給気口
３４　　　　　　　　口当て止水カバー
３５　　　　　　　　小型酸素ボンベ
３６　　　　　　　　小型酸素ボンベ固定バンド
３７　　　　　　　　バルブ開閉ボタン
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３８　　　　　　　　密接部
４１　　　　　　　　折畳んだ状態
４２　　　　　　　　丸めた状態
４５　　　　　　　　息吹込口
４６　　　　　　　　ＬＥＤ点滅灯
４７　　　　　　　　笛
４８　　　　　　　　上部給排気筒
４９　　　　　　　　笛・ＬＥＤ点滅灯
５０　　　　　　　　手
５５　　　　　　　　笛・ＬＥＤ点滅灯
５６　　　　　　　　呼吸装置
５７　　　　　　　　ＬＥＤキャップ
５８　　　　　　　　上部給排気筒
５９　　　　　　　　中部給排気筒
６０　　　　　　　　下部給排気筒
６１　　　　　　　　給排気口
６２　　　　　　　　酸素給気口
６３　　　　　　　　口当て止水カバー
６４　　　　　　　　小型酸素ボンベ
６５　　　　　　　　バルブ開閉ボタン
６６　　　　　　　　抜け落ち防止キャップ
６７　　　　　　　　抜け落ち防止キャップ
６８　　　　　　　　笛
６９　　　　　　　　ＬＥＤ点滅灯
７０　　　　　　　　密接部
７３　　　　　　　　下部給排気筒
７４　　　　　　　　笛・ＬＥＤ点滅灯
７５　　　　　　　　ジャバラ式呼吸装置
７６　　　　　　　　ＬＥＤキャップ
７７　　　　　　　　ＬＥＤ点滅灯
７８　　　　　　　　笛
７９　　　　　　　　上部給排気筒
８０　　　　　　　　抜け落ち防止キャップ
８１　　　　　　　　ジャバラ式給排気筒
８２　　　　　　　　給排気口
８３　　　　　　　　酸素給気口
８４　　　　　　　　口当て止水カバー
８５　　　　　　　　小型酸素ボンベ
８６　　　　　　　　小型酸素ボンベ固定バンド
８７　　　　　　　　バルブ開閉ボタン
８８　　　　　　　　密接部
８９　　　　　　　　給排気口
９０　　　　　　　　呼吸装置
９１　　　　　　　　携帯式津波救命具
９２　　　　　　　　笛・ＬＥＤ点滅灯
９３　　　　　　　　抜け落ち防止キャップ
９４　　　　　　　　給排気筒
９５　　　　　　　　頭部
９６　　　　　　　　エアーホース
９７　　　　　　　　エアーバック



(14) JP 2014-31154 A 2014.2.20

10

20

30

40

50

９８　　　　　　　　人間
９９　　　　　　　　肩紐
１００　　　　　　　首回りエアーバックカバー
１０１　　　　　　　溶着部
１０２　　　　　　　頭部カバー
１０３　　　　　　　密接部
１０４　　　　　　　ＬＥＤキャップ
１０５　　　　　　　酸素給入装置
１０６　　　　　　　手
１０７　　　　　　　ＬＥＤ点滅灯
１０８　　　　　　　笛
１０９　　　　　　　くち部切れ目
１１０　　　　　　　小型酸素ボンベ
１１１　　　　　　　酸素給入口
１１３　　　　　　　携帯式津波救命具
１１４　　　　　　　頭部カバー
１１５　　　　　　　呼吸装置
１１６　　　　　　　ＬＥＤ点滅灯
１１７　　　　　　　笛
１１８　　　　　　　フロート
１１９　　　　　　　エアーホース
１２０　　　　　　　ホース取付口
１２１　　　　　　　エアーホース
１２２　　　　　　　頭部
１２３　　　　　　　溶着部
１２４　　　　　　　エアーバック
１２５　　　　　　　肩紐
１２６　　　　　　　人間
１２７　　　　　　　酸素給入装置
１２８　　　　　　　息吹込口
１３０　　　　　　　エアーバック溶着面
１３１　　　　　　　頭部カバー
１３２　　　　　　　首回りエアーバックカバー
１３３　　　　　　　くち部カバー
１３４　　　　　　　エアーバック重ね部
１３５　　　　　　　面ファスナー
１３６　　　　　　　エアーバック
１３７　　　　　　　面ファスナー
１３８　　　　　　　エアーバック重ね部
１３９　　　　　　　くち部カバー
１４０　　　　　　　息吹込口
１４１　　　　　　　携帯式津波救命具
１４２　　　　　　　人間
１４３　　　　　　　頭部
１４４　　　　　　　溶着部
１５０　　　　　　　カット面
１５１　　　　　　　カット面
１５２　　　　　　　頭部カバー
１５３　　　　　　　カット面
１５４　　　　　　　カット面
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１５５　　　　　　　カット面
１５６　　　　　　　カット面
１５７　　　　　　　カット面
１５８　　　　　　　カット面
１５９　　　　　　　溶着部
１６０　　　　　　　首回りエアーバックカバー
１６１　　　　　　　エアーバック重ね部
１６２　　　　　　　面ファスナー
１６３　　　　　　　エアーバック
１６４　　　　　　　面ファスナー
１６５　　　　　　　エアーバック重ね部
１６６　　　　　　　息吹込口
１６７　　　　　　　顔面カバー
１６８　　　　　　　切れ込み
１６９　　　　　　　頭部
１７０　　　　　　　人間
１７１　　　　　　　溶着部
１７２　　　　　　　携帯式津波救命具
１７４　　　　　　　下部
１７５　　　　　　　上部
１７６　　　　　　　上部
１７７　　　　　　　顔面カバー左側
１７８　　　　　　　顔面カバー右側

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】



(17) JP 2014-31154 A 2014.2.20
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【図９】 【図１０】
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【図１３】 【図１４】
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